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問合せ先  執行役員        中島 由彦 
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平成 25 年 12 月期第１四半期連結業績のお知らせ 

 

１．平成 25 年 12 月期第１四半期連結業績について： 

当社グループの当第１四半期（平成25年１月１日～平成25年３月31日）の連結業績は、 

売上高 6,337百万円 （前年同期比  20.1％増） 

営業利益 581百万円 （前年同期比  151.8％増） 

経常利益 683百万円 （前年同期比  137.5％増） 

当期純利益 467百万円 （前年同期比  134.5％増） 

となりました。 

 当第１四半期におきましては、前期からの好調な受注を背景に、当社及びほとんどのグル

ープ各社の売上高が増加し、損益も改善したことにより、前年同期と比較して連結売上高及

び連結営業利益などの損益は大幅に増加いたしました。 

各セグメントの業績については以下のとおりです。なお、文中のセグメントの業績数値は、

セグメント間の内部売上高又は振替高を調整前の金額で記載しております。 

 

ＩＴコンサルティング事業は、昨年中に受注した業務改革を伴うＩＴシステムの刷新・統

合に関する大規模プロジェクトや金融・製造業の中規模プロジェクトが順調に推移いたしま

した。また、金融クラウド（SKYBANK）のサービス提供をスタートしたほか、大企業向けグロ

ーバルＥＲＰ案件など、これまで取り組んできた新たな戦略分野も着実に進展しております。

一方で、品質向上が課題となっていた一部プロジェクトについては再点検を行い、追加のコ

ストを計上しました。 

海外ビジネスについては、シンガポール子会社が初の月次黒字を達成し、四半期の赤字が

縮小したほか、タイ子会社も昨年のプロモーション活動が結実し、売上高が増加しました。

その結果、売上高は4,259百万円（前年同期比32.1％増）、営業利益は511百万円（同92.0％

増）となりました。 
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パッケージ＆サービス事業は、株式会社アセンディアは前年同期と比較して外注費率が若

干増加したものの引き続き堅調に推移しました。また、ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社は、昨

年からのプロジェクト管理強化の施策が奏功し、プロジェクトの採算が改善しました。その

結果、売上高は 1,060 百万円（前年同期比 8.6％増）、営業利益は 44 百万円（前年同期は 32

百万円の損失）となりました。 

 

企業活性化事業は、食品スーパーを営む株式会社魚栄商店において、自動発注システムや

ＥＤＩシステムなどのＩＴの利活用の継続や物流の効率化により粗利率が前年同期よりも上

昇した一方、広告の効率化などにより販売管理費が減少しました。その結果、売上高は 1,127

百万円（前年同期比 2.2％減）、営業利益は 23 百万円（同 38.4％増）となりました。 

 

２．今後について： 

（１）ＩＴコンサルティング事業 

経営のリアルタイム化を顧客に提供する当社のコアビジネス領域においては、既に受注し

ている複数の顧客のプロジェクトが順調に進捗しております。今後は、社員及びパートナー

会社の人的リソースの確保に努めるとともに、これまでに当社が過去のプロジェクトにおい

て蓄積してきたノウハウと最新のＩＴの技術をこれらの新規プロジェクトに活かし、顧客の

業務改革やＩＴコストの低減を確実に実現させてまいります。 

同時に、実際にサービス提供を開始した金融クラウド（SKYBANK）のユーザーをより多く獲

得するとともに、付加価値の高い運用保守サービス、大企業向けＥＲＰといった新規サービ

ス領域の展開を加速させてまいります。 

昨年来、課題となっていた一部のプロジェクトにおける品質の向上については、当第１四

半期で目途が立ち、今後においても、自社開発したプロジェクトの活動状況監視システムを

有効活用しながら早期に問題を発見することにより、品質の管理を徹底してまいります。 

海外ビジネスにおいては、ＥＲＰの導入・ライセンス販売・運用を実施しているマレーシ

ア子会社は、グローバルなＥＲＰ企業のアワードを獲得するなど当該企業との関係を深めて

おり、今後も順調に推移すると見込んでおります。また、同様の事業を行うタイ子会社及び、

これら２社を統括するシンガポール子会社については、徐々に売上が増加し、業績が改善し

ております。今後もこれら東南アジアグループ３社の連携を密にし、引き続き受注の拡大に

努めることで成長の加速化を図ってまいります。 
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（２）パッケージ＆サービス事業 

ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社においては、マーケティング活動の強化により受注の拡大を

図ると同時に、プロジェクトの採算管理を徹底し、営業利益率の向上を図ってまいります。

また、株式会社アセンディアにおいては、昨年来取り組んでいる当社との連携強化・ノウハ

ウ共有をさらに進展させて、技術力の向上により営業利益率の上昇を図るとともに、案件が

増加してきている公共関連ビジネスやニアショアビジネス（国内の地方拠点での運用保守・

開発等）の一層の拡大を図ってまいります。 

 

（３）企業活性化事業 

株式会社魚栄商店において、売上データ分析等をＩＴを利用しながら行うことにより、マ

ーチャンダイジングの改善や適正在庫の実現を図り、営業利益率の向上を推進してまいりま

す。 

 

 なお、平成25年12月期の第２四半期及び通期の業績予想につきましては、前回発表（平成

25年２月７日付）からの変更はございません。 

 

以 上 

 

●本件に関するお問い合わせ先： 

 フューチャーアーキテクト株式会社 IR 担当 池内 

IR 直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 


